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フブ・服部の中国通信 

え？福建ですよね？ 
 

「どうですか職人さんの戻りは？」と聞くと「雪が降って交通が麻痺しまして、出稼ぎの職人も立ち往

生して帰って来られないようなんですよ」との返答に、思わず聞き返してしまいました。 

日本でも記録的な豪雪により被害が相次ぎましたが、中国でも福建省のお隣江西省が豪雪に見舞われ、 

U ターンの職人さんを直撃したようなのです。 

 

 

中国でも記録的な寒さだったようで、瀑布の凍結写真などといった事も・・・ 

 

以下抜粋 

2 月 8 日夜半～9 日朝、江西省中部～北部で今冬初の降雪を記録、江西省気象台はしばらく厳しい寒さ、

降雪が続くと予想。このため 2 月 9 日朝、江西省気象台は（日本の大雪警報にあたる）「大気象災害Ⅲ

級(暴雪)」を発令した、(中国天気網より) 

 

雪に慣れている地域ならまだ良いのですが、このあたりは 2 月の平均最低気温が 4℃程度と例年そこま

で雪が降りません。慣れていない分トラブルも多かったようです。 



そのような事情もあり、旧正月明けの生産能力確保が遅れております。大変申し訳ありません。 

納期面ご不便おかけしておりますが、そろそろ交通整理が出来てくる頃ですので、今しばしのご辛抱

を・・・。 

 

 

【新製品紹介】 

先日ご紹介した自動彫刻機、先日また新商品を紹介いただきました。 

今度は人物彫りの精度を強化したスキャナーを作成したとのことです。 

参考の動画 

https://www.dropbox.com/s/gtxi1tzrevo4owo/003%E4%BA%BA%E8%84%B8%E6%89

%AB%E6%8F%8F%E5%BD%95%E5%83%8F.wmv 

 

 

 

個人的には大変興味があるのですが、需要はいかほどでしょうか？ 

 

 

さて、私たち中国との商売を主戦場にする者にとっては一年で一番平和な 2 月も終わり、いよいよ勝負

の三月です。例によって値上げの脅しも受けていますが、それはまたおいおい営業員よりお話させてい

ただくかと思います。 

 

では今回はこれくらいにさせていただきます。毎度のお付き合い、ありがとうございます！ 
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上記動画の手順で人物撮影し、3Ｄデータ化された状態です。 

このスキャナーを使用すると、このくらいまで精巧なデータが作成

でき、このデータに色をつけることにも可能だそうです。 

石彫ということを考えると大理石等やわらかい石が彫るのに向い

ているとは思いますが、手彫りではどうしても作り手のクセが出て

しまい難しかった全体のバランス、と言う意味での精度は格段に 

上がりそうです。すごい時代になったものです。 

 


